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社会実験

2019年6月26日

町田市未来づくり研究所

薬師池公園



薬師池公園 四季彩の杜

Outdoor Park

3月21日（木・祝）10：00～17：30

3月22日（金） 10：00～19：30

3月23日（土） 10：00～19：30

3月24日（日） 10：00～17：30

3月25日（月） 10：00～15：00

薬師池公園 芝生広場・梅林・古民家

日時
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場所
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会場全体図



内容

●休憩所の設営
（アウトドア用のテント、タープ、テーブル、イスなど）

●飲食店の出店

●焚火イベント

●外ヨガ

●茶道体験

●トークイベント

3月21日～25日
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3月21日

3月23日

3月24日
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ー普段の様子ー

薬師池公園
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ー実験の様子ー

薬師池公園
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目的

●自分達の生活を豊かにする
ための活動や取り組み

●利用者の視点から見る公共空間の
新たなかたち
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調査内容

●アンケート調査

●アクティビティ調査
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なぜ薬師池公園が選ばれたか

実験までのプロセス

●ロケーションのポテンシャル

●利用者視点で見たユニーク性
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公園管理と運営のジレンマ

実験までのプロセス

●一般的なパターン

●今回のパターン
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実験までのプロセス

●一般的なパターンとは

公園管理

食品衛生面
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実験までのプロセス

●今回のパターンとは

公園管理

食品衛生面
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調査でわかったこと アンケート調査

来訪者の8割以上が
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来訪者年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

20-40代

場のつくり方次第で

若い世代のニーズにも
応えられる
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調査でわかったこと アンケート調査

0% 20% 40% 60% 80% 100%

また利用したい

満足している

清潔である

会話しやすい

にぎやか

長く滞在した

居心地がいい

快適

魅力的

空間への満足度

とても思う やや思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない

空間への印象について

賑やかさよりも

雰囲気を楽しむ

「とても思う・やや思う」の回答が

快適・居心地がいい

9割以上
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調査でわかったこと アンケート調査

0% 20% 40% 60% 80% 100%

また利用したい

満足している

清潔である

会話しやすい

にぎやか

長く滞在した

居心地がいい

快適

魅力的

空間への満足度

とても思う やや思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない

空間への印象について

一過性のイベントよりは

日常の延長として
憩える場を求めている

「とても思う・やや思う」の回答が

また利用したい

9割以上
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調査でわかったこと アクティビティ調査

芝生広場の時間帯別人数
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結論

人々は公共空間に「居場所」を求めている

●「人」の行動を観察し、あり方を考える

行政ができることは？

●「人」に使われる場所を整える


